
「オンデマンド研修システム」に関するアンケート調査 結果の概要 

 

対象：正会員（25 学会）、準会員（21 学会） 

実施：2026 年 1 月 26日～2026 年 2 月 13 日 

形式：Google Forms 

 

回収率：28/46（60.9%） 

 

学会規模別の回答数 

 大規模学会（会員数>4000 名）  ：10/12（83.3%） 

 中規模学会（会員数 1000～4000 名） ：8/18（44.4%） 

 小規模学会（会員数<1000 名）  ：10/16（62.5%） 

 



Ⅰ．アンケート項目 

 

オンデマンド研修システムについて 

1. 使用の希望 

 1) 使用したい → 質問 2 へ 

 2) 使用したくない → 質問 3 へ 

 3) 分からない → 質問 4 へ 

 

2. 「使用したい」の場合 

2-1. コンテンツの制作 

 1) 自学会で制作したコンテンツをアップしたい 

 2) 他学会（連合を除く）が制作してアップしたコンテンツを閲覧したい 

 3) 連合が制作してアップしたコンテンツを閲覧したい 

 4) その他（自由記載） 

 

2-2. コンテンツの内容 

 1) 自学会の活動の紹介・宣伝 

 2) 自学会の認定医・専門医制度の紹介 

 3) 他学会の活動の紹介・宣伝 

 4) 機構認定専門医共通研修プログラム以外の歯科専門医の教養項目（関連法

規など） 



 5) 歯科界全体に関連する最近のトピックス 

 6) その他（自由記載） 

 

→ 質問 5 へ 

 

3. 「使用したくない」の場合 

3-1. その理由 

 1) 自学会の HP などで間に合うから 

 2) 費用対効果が見込めないから 

 3) その他（自由記載） 

 

3-2. どのようになれば使用を希望するか 

 1) 多くのコンテンツがアップされて閲覧者が多くなったことが確認できたら 

 2) 連合から多くのタイムリーな発信が行われるようになったら 

 3) 使用を希望するつもりはない 

 4) その他（自由記載） 

 

→ 質問 5 へ 

 

 



4. 「分からない」の場合 

4-1. その理由 

 1) 効果が不明だから 

 2) その他（自由記載） 

 

4-2. どのようになれば使用を希望するか 

 1) 多くのコンテンツがアップされて閲覧者が多くなったことが確認できたら 

 2) 連合から多くのタイムリーな発信が行われるようになったら 

 3) その他（自由記載） 

 

→ 質問 5 へ 

 

5. 1 コンテンツあたりのアップ期間 

 1) 1 か月以内 

 2) 1～3 か月程度 

 3) 3～6 か月程度 

 4) 6～12 か月程度 

 5) 使用を希望するつもりはない 

 6) その他（自由記載） 

 

 



6. システム使用料 

 1) 単位期間あたりの額を設定する（アップ期間によって使用料が変動） 

 2) 1 コンテンツあたりの額を設定する（アップ期間は無関係） 

 3) 使用を希望するつもりはない 

 4) その他（自由記載） 

 

7. 閲覧料 

 1) 自学会が制作したコンテンツの閲覧料（価格未定）を連合が自学会に支払

う 

 2) 自学会が制作したコンテンツの閲覧料は不要 

 3) その他（自由記載） 

 

8. オンデマンド研修システムの利用増加のための方策 

 1) 会員学会への周知 

 2) 日歯会員への周知 

 3) その他（自由記載） 

 

9. その他、オンデマンド研修システムに関する自由記載 

 

 



Ⅱ．結果のまとめ（別添 図参照） 

1. 使用の希望 

• 回答学会の 2/3 が「使用したい」と回答し、学会規模別でも 60～70%でほぼ

同率 

• ただし、回答しなかった学会はそもそも興味がないとすると、「使用したい」

と回答した学会は 18/46（39.1%）であり、解釈には注意が必要 

 

2-1. 「使用したい」の理由 

• 自学会、他学会、連合のコンテンツのいずれもが「使用したい」の理由に挙

げられた 

• 小規模学会では連合のコンテンツに対する期待が小さい？ 

 

2-2. コンテンツの内容 

• 「自学会の紹介・宣伝」と「歯科界の最近のトピックス」（連合が制作？）

の希望が多かった 

 

4-1. 「分からない」の理由 

• 「分からない」の理由としてはいずれの規模の学会でも「効果が不明」を挙

げていた 

• より具体的な運用方法の提示が必要であろう 

 



4-2. 使用希望のために必要なこと 

• 4-1 を受けて「閲覧者の増加を確認できたら」使用を希望したい 

• 2-1 と同様に小規模学会では連合のコンテンツに対する期待が小さい？ 

5. 1 コンテンツあたりのアップ期間 

• 1～3 か月程度と 3～6か月程度で過半数 

• 中規模学会では一定の傾向がみられなかった 

 

6. システム使用料 

• 大規模学会では「単位期間あたりの額を設定」と「1 コンテンツあたりの額

を設定」がほぼ同数 

• 小規模学会では「1 コンテンツあたりの額を設定」が多い 

• 中規模学会では一定の傾向がみられなかった 

• システム使用料については各会員学会が様々な意見を示している 

 

7. 閲覧料 

• いずれの規模の学会でも「閲覧料を支払う」と「閲覧料不要」がほぼ同数 

• 6.と同様に閲覧料についても各会員学会が様々な意見を示している 

 

8. 利用増加の方策 

• いずれの規模の学会でも会員学会や日歯会員への周知が重要と回答した 

 



9. その他の自由記載 

• 全体を通じた意見を踏まえ、実施にあたっては会員学会や日歯会員などへの

丁寧な説明が必要と考えられる 



「オンデマンド研修システム」に関する
アンケート調査

対象：正会員（25学会）、準会員（21学会）

実施：2026年1月26日～2026年2月13日

形式：Google Forms

回収率：28/46（60.9%）

学会規模（会員数） 回答数

大規模学会（＞4000名） 10/12

中規模学会（1000-4000名） 8/18

小規模学会（<1000名） 10/16

合計 28/46
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1. 使用の希望

1) 使用したい

2) 使用したくない

3) 分からない

アンケート結果のまとめ

学会規模（会員数） 回答数 使用したい 分からない

大（＞4000名） 10 6 4

中（1000-4000名） 8 5 3

小（<1000名） 10 7 3

合計 28 18 10



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3) 4)

大（＞4000名） 6 5 4 6 0

中（1000-4000名） 5 3 4 5 1

小（<1000名） 7 6 4 3 0

合計 18 14 12 14 1
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4) その他

3) 連合が制作してアップしたコンテンツを閲

覧したい

2) 他学会（連合を除く）が制作してアップし

たコンテンツを閲覧したい

1) 自学会で制作したコンテンツをアップした

い

2-1. 1 で「使用したい」の場合 その理由

その他

・厚生労働省からの委託事業のe-learningシステムをアップしたい



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3) 4) 5) 6)

大（＞4000名） 6 5 5 3 4 5 0

中（1000-4000名） 5 4 2 1 2 3 0

小（<1000名） 7 6 4 2 3 5 1

合計 18 15 11 6 9 13 1
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6)その他

5) 歯科界全体に関連する最近のトピックス

4) 機構認定専門医共通研修プログラム以

外の歯科専門医の教養項目（関連法規…

3) 他学会の活動の紹介・宣伝

2) 自学会の認定医・専門医制度の紹介

1) 自学会の活動の紹介・宣伝

2-2. 1 で「使用したい」の場合 コンテンツの内容

その他

・自学会作成の研修動画、ガイドラインの紹介

・厚生労働省からの委託事業のe-learningシステム
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2) その他（自由記載）

1) 効果が不明だから

4-1. 1 で「分からない」の場合 その理由

学会規模（会員数） 回答数 1) 2)

大（＞4000名） 4 2 3

中（1000-4000名） 3 2 0

小（<1000名） 3 2 1

合計 10 6 4

その他

・有料セミナーへの対応ができるかどうかがわからないから

・現在の本会もオンデマンド研修システムを利用しているため

・他の学会の情報を閲覧できることは大変興味深いと思います また、多く
の歯科医師へ学会の紹介ができることは大変良いと思いますが、具体的な
条件等を把握できていないのが現状です

・本学会は、会員が修得すべきコンピテンシーを有していない
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3) その他（自由記載）

2) 連合から多くのタイムリーな発信が行わ

れるようになったら

1) 多くのコンテンツがアップされて閲覧者

が多くなったことが確認できたら

4-2. どのようになれば使用を希望するか

学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3)

大（＞4000名） 4 2 1 2

中（1000-4000名） 3 1 1 0

小（<1000名） 3 1 0 2

合計 10 4 2 4

その他

・現在業者が行っているような料金収受ができるようになったら

・学会を超えた連携内容等、貴会と協力して行う必要が出た場合

・会員に共通したコンピテンシーができた場合

・多くのコンテンツがアップされて閲覧者が多くなったことが確認できたら



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3) 4) 5) 6)

大（＞4000名） 10 0 3 5 0 0 1

中（1000-4000名） 8 2 1 1 0 1 3

小（<1000名） 10 2 5 0 2 1 0

合計 28 4 9 6 2 2 4
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5. 1 コンテンツあたりのアップ期間

1) 1か月以内

2) 1～3か月程度

3) 3～6か月程度

4) 6～12か月程度

5) 使用する予定はない

6) その他（自由記載）

その他

・具体的な内容が決まりましたら検討したいと思います

・2.3年毎の内容更新で、当面、継続して使用

・自学会で制作したコンテンツをアップする予定なし

・分かりません



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3) 4)

大（＞4000名） 10 4 3 0 3

中（1000-4000名） 8 1 2 2 3

小（<1000名） 10 2 7 1 0

合計 28 7 12 3 6
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6. システム使用料について

1) 単位期間あたりの額を設定する

（アップ期間によって使用料が変動）

2) 1コンテンツあたりの額を設定する

（アップ期間は無関係）

3) 使用する予定はない

4) その他（自由記載）

その他

・設定価額や利用頻度による

・今後の協議で検討

・具体的な内容が決まりましたら検討したいと思います

・自学会で制作したコンテンツをアップする予定なし

・分かりません

・使用料によります



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3)

大（＞4000名） 10 3 3 4

中（1000-4000名） 8 2 2 4

小（<1000名） 10 5 4 1

合計 28 10 9 9

その他

・他学会との整合を意識する

・閲覧する個人から徴収し、経費を差し引いたものを連合が自学会に支払う

・今後の協議で検討

・具体的な内容が決まりましたら検討したいと思います

・厚生労働省委託事業については事業費でまかなう

・状況に応じて対応

・自学会で制作したコンテンツをアップする予定なし

・分かりません

・自学会で徴収する
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7. 閲覧料について

1) 自学会が制作したコンテンツ

の閲覧料（価格未定）を連合が自

学会に支払う

2) 自学会が制作したコンテンツ

の閲覧料は不要

3) その他（自由記載）



学会規模（会員数） 回答数 1) 2) 3)

大（＞4000名） 10 9 9 0

中（1000-4000名） 8 7 5 3

小（<1000名） 10 10 7 0

合計 28 26 21 3

その他

・歯科医師臨床研修指定施設、当学会機関会員（29歯科大学）への周知

・分かりません

・国民
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1) 会員学会への周知

2) 日歯会員への周知

3) その他（自由記載）

0 5 10 15 20 25 30

8. オンデマンド研修システムの利用を増加させ

るための方策について



その他の自由記載

・概要の把握が不十分なため回答も不十分です．ご容赦ください

・充実したコンテンツで学会員以外にも勉強してもらいたい

・明確に把握できていない点もありますが、良い取り組みと考えます

・概ね肯定的に捉えています

・是非進めていただきたいです

・U-tube, インスタグラム等複数の媒体で見れるようにするといいと思います 返信遅くなって
すいませんでした

・具体的にどのようなコンテンツを運用するのかのイメージが湧きません

・日本歯科専門医機構の共通研修のライブラリー化をこのシステムで行って欲しいです

・基本的に本会の研修システムを使用する予定ですが、もし今後協力が必要になった場合に
はよろしくお願い申し上げます

・日本歯科医師会にもオンデマンド研修システムがありますが、貴会が構築されるシステムと
して、その内容をどのようにされるのか、大変興味があります もう少し具体的な内容をご提
示いただけましたら、本学会としても理事会等で協議したいと思います

・e-learningとして受講の確認がどのように取れるか（取れないのか）を教えていただきたいと
存じます

・時代に即していると思います

・最終的には学会内での検討が必要と考えております

・現時点では、利用するかどうか判断できない

・あまり熟知していないため中途半端な回答で申し訳ございません

・自学会作成の研修動画をユーチューブを配信する計画であったが、システム料金が安けれ
ばそちらを使用したい もう少し具体的な話を聞きたい

・今後、オンデマンドの研修会の需要が高まると思います ぜひ活用したいです

・一定の時間と空間を拘束されないという点では便利で有意義だが、一方通行では浅薄な理
解にとどまったり、誤解を修正する機会を失うリスクもある 対面の研修との有機的な抱き合
わせは必須だと思う

・若手が研修することを考えると10〜15分程度の長さが視聴しやすいと思います

・魅力的なコンテンツ、ある意味ニッチと思われるコンテンツも魅力的です

・大いに期待をしております。よろしくお願いします

・使用料につきましては、会員であれば減額等の対応が望ましいかと考えます
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